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令和８年度 富士見市水道事業会計予算（概要） 

 

１ 予算概要                              

 

(1) 予算編成概要 

令和８年度の水道事業会計予算については、給水戸数の増加が見込まれるが、生活様式

の多様化、節水機器等の普及により世帯当たりの使用水量が減少していることから、水道

料金収入は、微増であると見込んでいる。 

一方、物価高騰の影響により、水道施設等の維持管理費、委託料及び老朽管の更新や配

水管の改良工事等の費用が増加することが見込まれる。 

このような状況の中、将来にわたり安全・安心で安定的な水道水の供給を可能とするた

めに必要な事業を中心とした予算編成に努めた。 

 

 (2) 予算規模 

  第３条予算（収益的収入及び支出）の収入は、前年度比３．４％増の１９億６，０６９

万３千円、支出は、前年度比１０．０％増の１９億７，７０３万６千万円で、収支差引で

は、１，６３４万３千円の赤字を見込んでいる。 

第４条予算（資本的収入及び支出）の収入は、前年度比８３．７％減の１，２６０万   

７千円、支出は、前年度比１１４．７％増の１１億５５３万円で、収支差引では、１０億

９，２９２万３千円の赤字を見込んでいる。 

 

(3) 財源不足額 

第４条予算の赤字分については、損益勘定留保資金等で補填する。 

 

２ 予算（収入）の主な特徴                       

 

(1) ３条予算（収益的収入） 

  〇 営業収益 

給水収益（水道料金）は、前年度比１８．８％増の１５億６，８６６万７千円 

受託工事収益は、１，２０１万９千円 

加入金は、１億８，０７８万５千円 

その他営業収益は、一般会計からの他会計負担金等７，１０５万８千円とした。 

〇 営業外収益 

受取利息は、８４０万円 

消費税及び地方消費税の還付予定額は、５，７３０万５千円 

長期前受金戻入は、６，０２３万７千円 

雑収益は、６６万２千円とした。 
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(2) ４条予算（資本的収入） 

   他会計負担金は、一般会計からの消火栓設置費負担金４８０万円 

配水工事負担金は、７８０万７千円とした。 

 

３ 予算（支出）の主な特徴                       

 

(1) ３条予算（収益的支出） 

〇 営業費用 

①  原水及び浄水費は、浄水場、配水場に係る設備の点検委託、動力費、受水費等の 

経費で、前年度比２１．５％増の１１億１２８万８千円とした。 

【主な支出】 

・県水受水費                  ７億６，７４９万３千円 

・各浄・配水場、各取水井の電力費            ６，９６７万円 

・浄水場運転・設備維持管理業務委託      ２億１，２２４万５千円 

・自家用電気工作物保安管理業務委託          １５９万９千円 

・水質検査、放射能水質検査委託等           ７４３万６千円 

②  配水及び給水費は、配水管及び給水管の維持管理に要する費用で、前年度比   

 ６．７％増の１億９，０３２万７千円とした。 

    【主な支出】 

・検定満期取替委託                ４，０２１万４千円 

・給水装置竣工図更新委託             １，６７４万６千円 

・緊急修繕待機業務委託                ９６７万７千円 

・漏水調査業務委託                    ６９７万円 

・検定満期に係る量水器修繕            ５，１７８万４千円 

③  受託工事費は、配・給水管移設等の受託工事に要する費用で、前年度比３２．４ 

％減の１，２１４万４千円とした。 

【主な支出】 

・下水道、ガス、ＮＴＴ、東京電力等の工事に伴う水道管切廻し及び仮給水工事  

④  業務費は、前年度比３．５％増の１億７，３１６万８千円とした。 

    【主な支出】 

・水道料金等徴収業務委託等          １億１，９３５万３千円 

・通信運搬費                   １，８０６万６千円 

・手数料                     １，２２４万６千円 

⑤  総係費は、前年度比２８．６％減の６，０６３万６千円とした。 

   【主な支出】 

    ・水道料金改定検討支援業務委託等           ９０４万８千円 

⑥  減価償却費は、建物、構築物（配水管）、機械及び装置の減価償却として、 

４億３，０７６万３千円とした。 

⑦ 資産減耗費は、構築物などの固定資産除却費で、３５１万円とした。 
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  〇 営業外費用 

① 支払利息は、２２０万円とした。 

② 雑支出は、１００万円とした。 

  〇 特別損失 

① 過年度損益修正損は、１００万円とした。 

 

(2) ４条予算（資本的支出） 

〇 建設改良費 

①  老朽管更新事業費は、前年度比７．３％増の２億４，１５９万円とした。 

    【主な支出】 

・配・給水管布設替工事等           ２億２，５７７万５千円 

・配・給水管布設替実施設計業務委託等       １，２８１万５千円 

②  浄水場改良費は、前年度比８７７．３％増の７億９５０万円とした。 

【主な支出】 

・東大久保浄水場県水受水流量計室内配管等更新工事等  ７億８４０万円 

・東大久保浄水場県水受水流量計室内配管等更新単価更正業務委託 

                             １１０万円 

③ 配水管改良費は、前年度比１５．６％減の６，１３２万円とした。 

【主な支出】 

 ・配水管布設工事等                  ５，４１２万円 

 ・給水管布設実施設計業務委託等              ２２０万円 

④ 量水器費は、新規の水道メーターの出庫で４８４万１千円とした。 

〇 企業債償還金 

企業債償還金は、前年度比２７．９％減の５，６２４万５千円とした。 

 

 



(単位：千円）

水道事業収益 1,960,693 64,984

営 業 収 益 1,833,589 10,440

1,568,667 248,165

12,019 △ 6,174

1,060 0

180,785 5,830

71,058 △ 237,381

営業外収益 126,604 54,544

8,400 7,201

57,305 49,052

60,237 △ 1,677

662 △ 32

 特 別 利 益 500 0

500 0

(単位：千円）

水道事業費用 1,977,036 180,116

営 業 費 用 1,971,836 181,669

1,101,288 195,145

190,327 11,971

12,144 △ 5,830

173,168 5,798

60,636 △ 24,250

430,763 △ 1,165

3,510 0

営業外費用 3,200 △ 1,553

2,200 △ 1,553

1,000 0

特 別 損 失 1,000 0

1,000 0

予 備 費 1,000 0

1,000 0

支 払 利 息

総 係 費

配 水 及 び 給 水 費

受 託 工 事 費

原 水 及 び 浄 水 費

■令和８年度富士見市水道事業会計予算

収 益 的 収 入 及 び 支 出

　収　入

消費税及び地方消費税
還 付 金

給 水 収 益

対前年度増減額

予 備 費

過年度損益修正損

長 期 前 受 金 戻 入

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

業 務 費

雑 支 出

款 項 目 予定額

受 取 利 息

加 入 金

そ の 他 営 業 収 益

受 託 工 事 収 益

補 償 金

予定額

雑 収 益

過年度損益修正益

対前年度増減額

　支　出

款 項 目

‐ 4 ‐



(単位：千円）

資本的収入 12,607 △ 64,881

他 会 計 負 担 金 4,800 0

4,800 0

工 事 負 担 金 7,807 △ 64,881

7,807 △ 64,881

(単位：千円）

資本的支出 1,105,530 590,691

建 設 改 良 費 1,049,285 612,415

32,034 △ 93

241,590 16,390

709,500 636,900

61,320 △ 11,330

4,841 1,348

0 △ 30,800

企 業 債 償 還 金 56,245 △ 21,724

56,245 △ 21,724企 業 債 償 還 金

固 定 資 産 購 入 費

配 水 管 改 良 費

量 水 器 費

老朽管更新事業費

浄 水 場 改 良 費

建 設 総 係 費

予定額 対前年度増減額款 項 目

　支　出

予定額

他 会 計 負 担 金

■令和８年度富士見市水道事業会計予算

資 本 的 収 入 及 び 支 出

　収　入

対前年度増減額

配 水 工 事 負 担 金

款 項 目
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